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切衆生類　皆悉依虚空　虚空無所依」（T09, no. 278, p. 624, a27-b1）、同、「譬如微塵
内　有一大経巻　三千世界等　無益衆生類　爾時有一人　出興於世間　破塵出経巻
　饒益一切世」（同前, p. 625, a6-9）を参照。
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德、夫覚観中無字無声、離於覚観、亦無声字、覚観之体、即非覚観」（T13, no. 397, p. 
76, c4-8）を参照。
85　此の『経』に云わく、「弟子衆の塵労は、意の転ずる所に随うなり」　『維摩経』巻中、





道」（T13, no. 418, p. 909, a7-8）を参照。




































上、菩薩教化品、「空慧寂然無縁観　還観心空無量報」（同前, no. 245, p. 827, c11）を
参照。
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亦等。諸法等者、於食亦等」（同前, p. 540, b21-22）を参照。
77　「能く一食を以て一切に施す」　『維摩経』巻上、弟子品、「以一食施一切、供養諸仏、
及衆賢聖、然後可食」（同前, p. 540, b7-8）を参照。
78　『大品経』に云わく、「諸法等しきが故に、般若波羅密も等し」　『大品般若経』巻第
二十七、法尚品、「諸法等故、当知般若波羅蜜亦等。諸法離故、当知般若波羅蜜亦離」





云何当有趣不趣。十二入、十八界亦如是」（同前, p. 333, b12-16）を参照。
























言、我不能自断汝疑。能証我法、汝疑自断」（T32, no. 1646, p. 244, b8-10）を参照。
73　此の『経』の文に、具さに他方の国土の仏事の不同を出すが如し　『維摩経』巻下、
菩薩行品、「或有仏土以仏光明而作仏事……諸仏威儀進止、諸所施為、無非仏事」（T14, 
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223, p. 416, b17-25）を参照。
71　 『大品経』に云わく、「若しは経巻中従り般若を聞くなり」　前注70を参照。
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一者仏自口説、二者仏弟子説、三者仙人説、四者諸天説、五者化人説」（T25, no. 1509, 
p. 66, b4-6）を参照。
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見阿閦仏品、「如自観身実相、観仏亦然」（T14, no. 475, p. 554, c29-p. 555, a1）を参照。
56　下の文に云わく、「衆生、賢聖、弥勒、一切法は、一如にして二如無きなり」　『維摩
経』巻上、菩薩品、「一切衆生皆如也。一切法亦如也。衆聖賢亦如也。至於弥勒亦如也」
（同前, p. 542, b12-13）を参照。
57　『華厳経』に云わく、「心・仏、及び衆生の是の三に差別無し」　『六十巻華厳経』巻
第十、夜摩天宮菩薩説偈品、「心如工画師　画種種五陰　一切世界中　無法而不造　










375, p. 820, b4-17）を参照。
59　 『華厳経』の善財は法界に入り、善知識に見え、各おの其の得る所の法門を説く 


































475, p. 537, a7-8）を参照。
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no. 1777, p. 545, b18-21）を指す。
48　異　底本の「畢」を、『維摩玄疏籖録』によって「異」に改める。『維摩玄疏籖録』巻四、
「畢は疑うらくは誤れり。当に異に作るべし」を参照。
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（T55, no. 2145, p. 58, b5-6）を参照。
46　此の『経』に云わく、「復た成道を示現し転法輪を起こすと雖も、菩薩行を捨てず」
　『維摩経』巻中、文殊師利問疾品、「雖得仏道転于法輸入於涅槃、而不捨於菩薩之道、
是菩薩行」（T14, no. 475, p. 545, c28-29）を参照。



























仏子行道已　来世得作仏」（T09, no. 262, p. 8, b25-26）を参照。
43　此の『経』に云わく、「文字を離れて解脱の相を説くこと無く、文字の性離るれば、
即ち解脱なり」　『維摩経』巻中、観衆生品、「無離文字説解脱也。所以者何。一切諸法
是解脱相」（T14, no. 475, p. 548, a14-15）、同、巻上、弟子品、「一切言説不離是相。至
於智者、不著文字、故無所懼。何以故。文字性離、無有文字。是則解脱。解脱相者、則
諸法也」（同前, p. 540, c17-20）を参照。
44　『金光明経』に云わく、「仏の真の法身は、由お虚空の如し。物に応じて形を現わす
は、水中の月の如し」　『金光明経』巻第二、四天王品、「仏真法身　猶如虚空　応物
現形　如水中月　無有障礙」（T16, no. 663, p. 344, b3-5）を参照。
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住則無本。文殊師利、従無住本、立一切法」（T14, no. 475, p. 547, c21-22）を参照。
40　此の『経』に云わく、「三たび法輪を大千に転ず。其の輪は本来常に清浄なり」　『維
摩経』巻上、仏国品、「三転法輪於大千　其輪本来常清浄　天人得道此為証　三宝於
是現世間」（同前, p. 537, c19-20）を参照。
41　八音　仏の八種のすぐれた声のこと。『法界次第初門』巻下之下、「八音初門第
五十九。一極好、二柔軟、三和適、四尊慧、五不女、六不誤、七深遠、八不竭」（T46, 
no. 1925, p. 697, a15-17）を参照。
































（T38, no. 1780, p. 866, b4-7）を参照。
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来仏国之行」（同前, p. 769, a1）を参照。
36　妙喜世界　阿閦仏（無動如来）の浄土の名。『維摩経』巻下、見阿閦仏品、「是時仏告
舍利弗、有国名妙喜、仏号無動。是維摩詰於彼国没、而来生此」（T14, no. 475, p. 555, 
b5-7）を参照。



















問疾」（T14, no. 475, p. 542, a23-25）とあるのを参照。
27　五義　『維摩経』巻上、弟子品、「迦旃延白仏言、世尊、我不堪任詣彼問疾。所以者何。
憶念昔者、仏為諸比丘略説法要、我即於後、敷演其義、謂無常義・苦義・空義・無我義・
寂滅義」（同前, p. 541, a12-16）を参照。
28　富楼那、穢食をば宝器に置く　『維摩経』巻上、弟子品、「時維摩詰来謂我言、唯。
富楼那、先当入定，観此人心、然後説法。無以穢食置於宝器、当知是比丘心之所念、
無以琉璃同彼水精」（同前, p. 540, c26-28）を参照。
29　滅定を起たずして諸の威儀を現じ　『維摩経』巻上、弟子品、「時維摩詰来謂我言、
唯。舍利弗、不必是坐、為宴坐也。夫宴坐者、不於三界現身意、是為宴坐。不起滅定而
現諸威儀、是為宴坐」（同前, p. 539, c19-22）を参照。
30　癡愛を断ぜずして明脱を起こし　　『維摩経』巻上、弟子品、「若須菩提不断婬怒癡、
亦不与俱。不壊於身、而随一相。不滅癡愛、起於明脱」（同前, p. 540, b23-25）を参照。
31　亦た不縛不解なり　『維摩経』巻上、弟子品、「以五逆相而得解脱、亦不解不縛」（同
前, p. 540, b25-26）を参照。
32　四大菩薩　『維摩経』巻上、菩薩品に出る、弥勒菩薩、光厳童子、持世菩薩、長者子
善徳を指す。
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王言、仁者心有高下、不依仏慧、故見此土為不浄耳」（T14, no. 475, p. 538, c12-18）を
参照。
23　諸天は宝器を共にして食す。其の果報に随いて、飯の色に異なり有り　『維摩経』







品用通教別教円教、弾呵十大弟子及五百羅漢」（T46, no. 1929, p. 768c10-11）を参照。
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no. 1646, p. 239, b2）を参照。なお、『四教義』巻第十二、「成実論主云、我今正欲論三
蔵中実義」（T46, no. 1929, p. 768, b5）を参照。
15　別　底本の「明」を、『維摩玄疏籖録』、『四教義』によって「別」に改める。『維摩玄
疏籖録』巻四に、「明は、『大本』に別に作る」とある。『四教義』巻第十二、「毘婆娑論・
阿毘曇論別申仏在世説毘曇也」（T46, no. 1929, p. 768b11）を参照。
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278, p. 624, a6-11）を参照。





















巨海百川所帰。故以法帰為名」（T55, no. 2145, p. 63, b28-c4）を参照。また、「法本」に
ついては、『維摩経玄疏』巻第三に、「一修多羅蔵者、修多羅、此或言無翻。或言有翻
者、亦有多家不同。而多用法本為翻。所謂出世言教之本、故云法本。即是四阿含経也」







（T45, no. 1852, p. 2, c4-6）を参照。
10　無比法　abhidharmaの漢訳。『維摩経玄疏』巻第三、「三阿毘曇蔵者、阿毘曇、此翻
言無比法。聖人智慧分別法義戒定無比、故云無比法」（T38, no. 1777, p. 532, b25-27）
を参照。
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無放逸行。云何為無放逸行。所謂護心也。云何護心」（T02, no. 125, p. 563, c12-16）を
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十乗観法 『輔行』 『止観大意』 『天台八教大意』 明曠疏
①観不思議境 大車高広 其事高広乃至道場 其車高広 其車高広
②発慈悲心 幰蓋慈悲、宝縄交絡 張設幰蓋等 又於其上張設幰蓋等 張設幰蓋
③巧安定慧 安置丹枕（車内枕） 安置丹枕（車内枕） 安置丹枕（車内枕） 安置丹枕
④破法遍 其疾如風 其疾如風 其疾如風 其疾如風
⑤識通塞 安置丹枕（車外枕） 安置丹枕（車外枕） 車外枕 車外枕
⑥道品調適 始自白牛、終至平正 有大白牛等 有大白牛等 有大白牛





⑨能安忍 - - 自在無礙
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五品弟子 十乗観法 十乗観法 十乗観法 （略）
十信 十乗観法 十乗観法 十乗観法 十乗観法大白牛車の譬喩
十住
（十発趣） （十徳） - 十乗観法 十乗観法
十行
（十長養） - - （略） 十乗観法
十廻向
（十金剛） - - （略） 十乗観法
十地 - - （略） 十乗観法
等覚 - - （略） （略）
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12　元暁記巻上（X38, 278c7-24）、義寂疏巻上（T40, 662c24-663a8）、勝荘記巻上本（X38, 
402b1-17）、法蔵疏巻第一（T40, 607c6-10）、『述記』巻第一（T85, 738b10-739c21）、智















の階位 智顗疏 元暁記 義寂疏 勝荘記 法蔵疏『述記』智周疏 法銑疏 太賢記 明曠疏
発心 共地（共の十地） 十信 十信 十信 （信） 十信 十信 十信 十信 名字
十発趣 初十心（十住） 十解 十解・十住 十解 十住 十解 十住 十住 十住 十住
十長養 中十心（十行） 十解 十行 十行 十行 十行 十行 十行 十行 十行
十金剛 後十心（十廻向）十廻向 十廻向 十廻向 十廻向 十廻向 十廻向 十廻向 十廻向 十廻向
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「水に浸かった棒」の知覚をめぐる論争史（ 23 ）
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理によりながら、⑴多重位置の理論（The Theory of Multiple Location）（ホワイト
ヘッド）、⑵複合体の理論（The Theory of Compound Things）（アレグザンダー）、
⑶見えの理論（The Theory of Appearing）（ムア、プリチャード）といった類型に分
類している。その上で、こうした素朴実在論者たちへの反駁を、プライスの議論に沿
って行っている ［Ayer 1940 46-57］。



























る。」 ［Ayer 1940, 4］
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14　R. G. Collingwood, Central Problems in Metaphysics Lectures wrriten Apr. 1935 
for delivery T. T. 1935.  Dep.20（3）。この講義ノートでは、実在論と観念論に関する
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うなものとしての我々の直観は、無謬なのである」 ［Alexander 1923, 5］。
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背後には何もな」く、実在そのものなのである ［Alexander 1923, 6］11。
11　さらに、彼は、この感覚内容が「すでに感覚よりも低次の経験である直観
（intuition）を含んでいる」 ［Alexander 1923, 5］とし、直観の概念を導入している。
しかし、この直観は、我々の感覚を通してのみ得られるものであるため、感覚の現れ
によって我々は時に欺かれる。そして、「もし我々が感覚内容を取り去って直観的に
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グザンダー教授の感覚知覚理論（Professor Alexander’s Theory of Sense 
Perception）」 ［Stout 1922］において、スタウトは、第一次論争と同様の批判




































かれる ［Gillett 2006, 262］。
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に決定づけられ特定されて」おり ［Stout 1908-1909, 243］、この感覚経験は、
「推論（inferences）、解釈（interpretations）、暗示（suggestions）などによっ
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「水に浸かった棒」の知覚をめぐる論争史（ 7 ）
のスタウトの論考に対するアレグザンダーの応答「感覚とイメージについて
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Ward, et al. 1907-1908］。このシンポジウムの内容が掲載された同協会の
Proceedingsの翌号では、アレグザンダーの「意志と観念における心的活
動（Mental Activity in Willing and in Ideas ）」 ［Alexander 1908-1909］と
スタウトの「提示（Presentations）は心的か物理的か－アレグザンダー教授
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［Hatfi eld, 2013, 953］。センスデータが心的なものであることを否定する点では、や
はり初期のラッセルも同様である。



















（relation）」概念にあり、元来論理学におけるものであった ［Hylton 1990; 春
日 2013］。いっぽう、認識論における観念論批判は、バークリの「存在すると
は知覚されることである（esse is percipi）」とのテーゼに向けられることが多
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を向ける動きが出てきている。たとえば、 Hatfi eld ［2013; 2015］は、広範な視
野から20世紀前半を中心としたイギリスにおける知覚の哲学史記述を提供



































H・A・プリチャードらである。その後も、C・D・ブロード（The Mind and 
its Place in Nature, 1925）やH・H・プライス（Perception, 1932）によるセ
ンスデータ理論の洗練を経て、1940年以降はA・J・エア（The Foundations 
of Empirical Knowledge, 1940）によるセンスデータ擁護論、J・L・オース
ティン（Sense and Sensibilia, 1962）によるその批判が提出される。このよう
に、20世紀前半のイギリス哲学においては、知覚は多くの著名な哲学者たち
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2002年 5 月 9 日一部改正
2016年 5 月12日一部改正






































第１条　　本会の会計年度は， 4 月 1 日に始まり，翌年 3 月31日に終わる。
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